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未来に向かって挑戦し、

希望あふれる未来へと
変えていくことができるのは、

私たち自身である。

連合30周年の決意

▼ 連合は、これまで大切にしてきた価値観や積み上
げてきた運動や政策を継承・発展させ、大きな時代
の変化に対しても果敢に挑戦していく。

▼ 連合は、働く仲間一人ひとりの参加のもと、社会に
広がりのある運動をつくりあげていく。

▼ 連合は、積極的な社会対話を通じ、様々な課題の
解決を着実にはかっていく。
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私たちが
未来を変える

　連合は、2019年10月に、2035年の社会を展望した運動と政策
の方向性を検討し、連合ビジョン「働くことを軸とする安心社会－まも
る・つなぐ・創り出す－」を策定し、これを中長期の「羅針盤」として運動
を進めてまいりました。

　策定から時間が経過する中で、社会や働く人を取り巻く環境の変
化、運動や政策実現の進捗も見受けられます。そこで、今般、環境変
化や取り組みの進展、法改正の動向などを踏まえ、必要な補強・修正
を施し、連合ビジョンを改訂しました。

　連合は、「働くこと」に軸を置き、働く一人ひとりの尊厳とくらしを「ま
もり」、働く仲間・地域社会を「つなぎ」、社会・経済の新たな活力を「創
り出し」ていきます。そして、そのために、すべての働く仲間・生活者の
身近な存在として、助けが必要なときに寄り添い、ともに歩む、頼りに
なるよりどころであり続けます。

　連合ビジョン「働くことを軸とする安心社会－まもる・つなぐ・創り出
す－」策定当時に掲げた連合結成30周年の決意は今もなお受け継が
れており、この先も継承していくべきものです。すべての働く仲間・生
活者の先頭に立ち、未来を変える運動を、ともに力強くすすめていき
ましょう。
� 2025年10月

日本労働組合総連合会
会長　芳野　友子
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私たちの未来を
どのようにとらえるか

1

パート・有期・派遣で
働く仲間

パート・有期・派遣等で働く仲間
が増加。雇用の流動化と不安
定化、貧困の固定化と格差の
拡大につながり、コロナ禍を経
て深刻化。

急増する高齢者が地域でくらし
続けられるよう、社会保障機能
がより重要に。社会保障の持続
可能性の確保には財政健全化
も重要な課題である一方、その
道筋は全く見込めていない。

現　状

2024年
2126万人

1990年
881万人

気候変動など地球規模の課題
に対して、国際社会と協力した
対応が必要。
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国連の報告書において、日本の
ジェンダー平等は「深刻な課題が
ある」と評価されて続けている。ま
た、世界経済フォーラムが例年発
表しているジェンダー・ギャップ指
数は、主要7ヵ国で最下位にある。

グローバル化の負の側面が顕
在化した結果、既存の政治への
不信感の高まりや自国中心的
な保護主義の台頭などにつな
がり、世界の分断化が深刻に。

投票率の低下や無投票選挙区の
拡大、痛みを伴う解決策を先送り
にしてきた結果としての政治への
不信など、日本の民主主義は危
機に瀕している。
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日本の総人口

人口減少と超少子高齢化が進行
する中、持続可能な地域社会
の実現を。

物価や賃金が上がらないことを
前提とした考え方や慣行は変化
しつつあり、わが国の経済社会は
新たなステージへと動き出してい
る。経済も賃金も物価も安定的に
上昇する好循環の定着を。

急速に進む技術革新は生活者
の利便性を向上させる一方で、
様々な課題も顕在化。技術革新
の光と影を見据えつつ対応を。

これから

2020年
1億2,615万人 2035年

1億1,664万人 2056年
1億人を下回る
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　これまでに運動の基軸としてきた価値観を継承し深化さ
せた社会像を確認しました。それは、働くことに最も重要な
価値を置き、誰もが公正な労働条件のもと、多様な働き方
を通じて社会に参加でき、社会的・経済的に自立すること
を軸とし、それを相互に支え合い、自己実現に挑戦できる
セーフティネットが組み込まれている活力あふれる参加型
社会です。
　加えて、「持続可能性」と「包摂」を基底に置き、年齢や
性、国籍の違い、障がいの有無などにかかわらず多様性を
受け入れ、互いに認め支え合い、誰一人取り残されること
のない社会です。

連合がめざす社会像とは
2
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3

社会像の実現に向けた新しい運動
「まもる・つなぐ・創り出す」

働く仲間一人ひとりを
「まもる」

働く仲間一人ひとりの声に耳を
傾け、問題解決の力となる存在に
なります。働く仲間一人ひとりに
焦点をあてた運動をすすめ、すべ
ての働く仲間を「まもり」ます。

社会・経済の新たな活力を
「創り出す」

多様なステークホルダーととも
に、社会・経済の新たな活力を「創
り出し」ます。そして、その活力を
働く仲間の立場で未来を切り拓く
ための原動力としていきます。

働く仲間・地域社会を
「つなぐ」

働く仲間の輪を広げ、地域活動・
地域社会へと「つなぎ」、地域社会
を支えます。また、こうした労働組
合の新しい魅力に共感した仲間と
ともに活動する「理解・共感・参加」
の好循環を定着させます。
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働く一人ひとりは弱い存在です。
働く仲間一人ひとりの声に耳を傾け、

一人ひとりに焦点をあてた運動をすすめるとともに、
組合づくりの輪を広げ、

集団的労使関係を確立し拡大していきます。

多様な働く者の法的保護の取り組み推進を含めた
ワークルールを整備・強化していきます。

給付と教育訓練と雇用のマッチングを兼ね備えた
セーフティネットづくりをすすめます。

人生の早い段階から働くことの意味を考え、
ワークルールの知識を身につけることができるように

労働教育を充実させます。

働く仲間一人ひとりをまもるために
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性別、年齢、国籍、障がいの有無、就労形態などに
かかわらず、働く仲間とその家族を含め、

多様性を受け入れ、活かしていくことのできる
社会・職場をつくります。

労働組合の運動として地域づくりの一翼を担い、
地方連合会・地域協議会が地域や

ステークホルダーとの「結節点」となります。

中小企業との対話を重ねるとともに、
中小組合への支援を通じて、地域経済を支えます。

連合がめざす社会は、
国内の取り組みだけでは実現できません。

国際労働運動などを通じた社会対話を促進します。

働く仲間・地域社会をつなぐために

3
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一人ひとりの働きがい・生きがいを生み出し、
社会・経済の新たな活力の原動力とするため、
人を大事にする企業・組織を広く追い求めます。

すべての働く仲間の知見・経験を、
社会・経済の新たな活力を創り出すエネルギーとし、
社会・産業を横断する社会課題を解決します。

企業レベルでの「人への投資」、
働く者がスキルアップできる社会的仕組みづくり、

誰もが働く場と学ぶ場を自由に
行き来できる仕組みを確立します。

すべての人が働きがいをもって人間らしく働ける、 
「誰一人取り残されることのない」社会をめざします。

社会・経済の新たな活力を創り出して行く
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4
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めざすべき社会像の
継承・発展

「働くことに最も重要な価値を置き、
誰もが公正な労働条件のもと多様な
働き方を通じて社会に参加でき、社会
的・経済的に自立することを軸とし、そ
れを相互に支え合い、自己実現に挑
戦できるセーフティネットが組み込ま
れている活力あふれる参加型の社会」
※働くことの意味を深掘りしたこと、対象を雇用
労働だけでなく、家事労働や地域の問題解決
の自発的取り組みなども含むものに広げたこと
などが発展のポイント。

その実現のための
政策パッケージの提起

「目指すべき社会像だけでは具体的
イメージがわかない」との意見を踏ま
え、働くことを軸にすえ５つの安心の
橋と基盤を、2020年を目途とする政
策パッケージを作成。

【参考】運動理念の変遷
5

「労働を中心とした
福祉型社会」
（２００１年）

「働くことを軸とする
安心社会」
（２０１０年）

連合評価委員会

「最終報告」
（２００３年）

めざすべき
社会像の提起

「働くということに最も重
要な価値を置き、すべて
の人に働く機会と公正な
労働条件を保障し、安心し
て自己実現に挑戦できる
セーフティネットがはめこ
まれた社会」。

労働運動への
問題提起

労働組合員が自分たちの
ために連帯するだけでな
く、社会の不条理に立ち向
かい、自分よりも弱い立場
にある人々とともに闘うこ
とが必要（すべての働く者
が結集できる労働運動へ
の深化）。

発
　
展

反
　
映
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連合ビジョン
「働くことを軸とする安心社会
－まもり・つなぐ・創り出す－」

「人口減少・超少子高齢社会ビジョン」
検討委員会「最終報告」

（２０１８年）

これまでに運動の
基軸としてきた価値観を
継承し深化させる

「持続可能性」と
「包摂」基軸に置く

5つの安心の架け橋、
政策パッケージの補強

環境変化を見据え、
最終報告でまとめた
取るべき針路の要素を
新たに盛り込む

2015年9月
国連「持続可能な開発目標」

（ＳＤＧｓ）

2019年1月
ＩＬＯ「仕事の未来世界委員会」
報告書『輝かしい未来と仕事』

目指すべき社会の実現にむけ、
政策面は充実させてきたが、�
運動面の強化が課題。

運動への参画の輪を広げ、すべ
ての働く者を結集できる運動
強化の項目を新たに盛り込む。

（2019年策定
 2025年改訂）
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